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日本淡水産褐藻の1種 Hen百alldU!llafluv-iatil't"s 
(ARESCHOUG) SVEDELIUSの遊走細胞と

生殖器官についての二，三の観察ネ

熊野茂料・広瀬弘幸村

S. KUMANO and H. HIR05E: On the swarmers and reproductive 
orga凶 ofa phaeophyc伺 usfresh-water a)ga of Japan， 
Hげ必a叫diBllaftωtαti:is(ARESCHOUG) SVEDELlUS 

淡水産の褐藻 Heribaudiellajiuviatilis (ARESCHOUG) SVEDELlUSが日本

lζ産すること及びその形態については，米国勇一博士同(1949)の報告がある。

本務の単子誕については FLAHAULT') (1883)， FRITSCH') (1929)， GOMONT') 

(1896)， SVEDELlUS13) (1930)，米図的(1949)の報告があるし，乙れらの報告は

更に FRITSCH町(1952)，岡村町(1930)，OL TMANNS7) (1922)， PASCHER8) (1925)， 

SMITH'的(1950)のそれぞれの著書中lこ転記されている。 しかし複子裂につい
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ては SVEDELlUS13)(1930)と GEITLEI♂(1932)の報告があるだけであって，し

かも遊走細胞については触れると ζろが誌だ少なく ，た;:.FLAHAULTりが単

子裂から 1.&山されたi並走子を図示したものがあるばかりで， 他 !C は以子~‘ l付

のそれが SVEDEL!US!3)により報告されたのと，GEITLER') により j~Jぷ初期の

桜子似内のそれが開示されたものだけである.

本紙の近紘で7fri庄の Lithodcl'maの桜子出と遊定*IU脳及びその政illにつ

いては KlJCKlJCK;'(1912)の村和!な以|があるが，放出イLのI会造が1¥1d.ごしく災な

っている為!こ SVEDELlUS は KUCKUCK のみた Lithodermaを Pseudolitho-

dermaとして別属にしている.

こ官者はド11戸市内77谷のi実ifl(q Iに本極を発見し，1957年6月以米，本種の
生活火を究める為に実験出内の地ftと，産地での調布を総統しているが，単

子語ß 絞子~の形態と i並走おTI胞の形成 ・ J.& /J l • 遊泳について 2， 3 の知見を得

たのでそのfJT栄を報告します。

私jを進める前[ζ，関係文献多数のf首位に似jJLLを与えられた京郊大学教授

北村四郎博士， 本車nの同定について助dされ i'.t重な文献を貸与された京都
大手助教授米111:J3一時ょに深い感謝の立をぷわします。

材料および方法

事1I戸市内背谷i英流に産する木積

の附心したお (Fig.1)を持ちMり，陶

然jE2の鉢に移しi見水をいれ，r筒抜じ!
然光のもとで室温で上告おした.繊毛

染色lζは主lζヨード ・ヨード jJV液

を用いた。

種 の同 定

本極の却としての]聞~(I(J な概念:
Fig. 1. Habit. x ~ 

と極名の決定については，米凶的に

「

より既に:f1iぜられたように，AI<ESCHOlJG， J. E.， FLAllAULT'¥ GOMONT5¥ 

PASCHER'>， SKUJAペSVEDELlU:;"，13， 14)の被告を比較検討すれば，今返報告
された淡水産制泌はnnであり，学名として IJeribaucliellafluciatilis 
(ARESCHOUC) SVEDELIUS が用いられるべき乙とになる。 I守谷庄のものも勿

論例外ではなかった。

後 FRlTSCH')より'JIJTJ 
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観察

1. 議体: 採体は始め，岩面IC淡褐色でほぼ円形の微細な斑紋として

あらわれ，長じて濃褐色となり，岩の全面をおおうに至る。藻体は厚さ 50μ

-200μ，体を構成している細胞は，表面観では叉状分校をしながら，放射状

IC配列している.体細胞の犬きさは幅 ¥5μ)-10w-(11μ)，長さ (5μ)-10μ~

(20ρ)で，細胞内には黄褐色の盤状又は幣状のプラスチドが2乃至数個存:(1:

する。プラスチドlζはピレノイドは存しない。また細胞内lζは無色lζ近い球

状で径1μ-2.5μ の貯蔵物質が数値散在する (Fig.2. c)か，或いは黄制色で

球状の径1.5μ-2.5μ の貯蔵物質が多数充満している (Fig.2. D'. 
2. 複子雲監とその遊走細胞 1958年6月，すでに遊走細胞の放出を終

って，中京になった複子褒(Fig.2. A， B)を沢山みいだした。 ζの時期の藻体

E 

Fig. 2. A. B. Pl開 rilocularsporangia in vertical view. dehisced sporangia 
and a swarmer are seen. C. Surface view of vegetative cells， several 
chloroplasts and reserVe substa.nce are seen within a cell. D， Vegetative 
cells which a.re filled with reserve substance. E-L. Swarmers liberated 
from pleurilocular aporangia. a a七igmaand a laminate cluoroplast are 
能関. I-L， Stained with jodjodkali. All figs. X 685. 
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の表層は，互いに接着しないで密集した長さ数個細胞の糸から出来ており

(Fig. 2. Al，その糸の最先端の細胞が複子畿になっている。中空になった綾子

褒の径は 7.5μ で遊走細胞の径とほぼ同じ，長さ (15μ)-25μ-(30Il)である。

放出後の裂の先端部は細胞膜が次第lζ薄くなって，直径いっぱいlとあいてい

る(Fig.2. A， B). SVEDELlUS13)は中空になった複子童話内の横の仕切りをはっ

きり図示しているが，当地hiのものでは認め得なかった。 しかし，放出中の

複子裂が観察できたらみられるのではないかと想像する。遊走細胞の放出が

まだ始まらない被子泌は，側面観では，表面に平行な面で4部屋 (8部屋ま

で?)Iこ隔てられており，各小室内に1個ずつの逃走細胞がみられる (Fig.

2.Al. 

培養中の藻体上lこ遊定細胞が泳ぐのを始めて認めたのは 1958年6月20

日であったが，同月幻日 l乙新しく採集して来た材料でもとれを認めるととが

出来たので，自然状態に於いても実験室内lζ於けるとほぼ同様の状態であっ

たかと想像する。培養中の務体上では~蛭走細胞を凡そ 2 週間に亙って観察

できたが 7月上旬以後には全く認められなくなった。放出最中の複子裂は

観察し得なかったが，後子袈の外壁近くで遊泳中の遊走細胞，或いは中空の

複子褒内に残存しているものは観察する乙とは出来た (Fig.2. B).。

遊走細胞(Fig.2. E-L)の大きさは幅7μ-8μ，長さ 8μ-9p，西洋梨形

または球形lζ近く，細胞膜はなく，形の大きな幣状で黄褐色のプラスチドが

1個含まれている。また薄紅色の細く小さな限点が1個と無色の頼粒が1乃

至数個存在する。繊毛は不等長2本で，細胞の頂端部から少しく腹側に偏っ

た所から 1本は前方lζでて長く，他の1*は短いo SVEDELlUS'8)の図示した

複子褒内の遊走細胞は，今回観察した遊走細胞に比べては勿論の ζ と， FLAH-

AULTりの図示した逃走子lζ比べても小さすぎる。

遊走細胞は緩やかに回転し乍ら，頂端部の方向へ進む。乙れら遊走細胞

同志の接合は認めるととは出来なかったが，次lと述べる単子謎中にできる遊

走細胞とは.はっきり区別出来るので，形の異る桜子裂が他にみつからぬ限

りこの遊走細胞は多分配偶子であろうと想像する。

3. 単子~と逃走子 11 月になると，議体の表面の細胞がその頂端に

更にもう 1個，形も大きく内容も充実した細胞をつくるのがみられた。乙の

大形の細胞は最初のうち互いに粗に散在しているが，次第にその数が増加し，

やがて務体の表面の所々にもり上った子袋貯・(Fig.3. A)を形成する。子泌群
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はr:;~体のぷ而の相当!ぶい範囲にわたって作られる。との事nmの細胞は成熟す

ると明らかに単子蛍の除子を示すので，内!こ形成される遊定細胞は遊定子で

あろうとやl佐iJi'する。

Fig. 3. Unilocular Spol'angia. A， SOl'115 in surface view， X 175. 

B， Portiol1 of a 501'U5 showing both young. matul'e and dehi5ced 
sporangia. x 685. C. T官ostigl11a are shown wilhin a sporan-
gium， X 305. 0， Vertical view of a 50rus 5bowing liberation 
pOl'es， x 305. 

単子漢は倒卵形またはtltA例えをしており，制 15μ-18/1，長さ 20μ-25μ

-30μでFLAHAULTりの遊走子出(的 15μ，長さ 22μ)に比べて向かに大きい。

内に栄養細胞のそれよりや h大引で封褐色をした.1行状のプラステドが数個'己

まれている。 プラスチ ド の色は f12子~の成熟につれて次却に淡くなる。単子

泌が殆んど無色 IC近く色調が淡くなると ， 内部に限Jiが数個あらわれ~内の

内容が分裂しているのがはっきりしてくる。そして最後に約8仰の遊走子を

形成する (Fig.3. B)o FLAHAUL Tりの;u定子(径 5/1-7μ)1こ比べて大きく ，1 

似の単子袈内に形成される;u定了の数は，FLAHAULTの(12)-16仰に比べて

その半分である。

単子ttiは成熟すると，その先端に不定形の孔があき J笹定子は 1つの集

問のまま流れるように政ijlされる固 しばらくは槻まったまま緩やかにうごめ

いているが，やがてそれぞれ勝手な'})・向に泳ぎ2;る(Fig.~. R-Ul.放l1l-llの
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開孔部分は桜子袋にみられるように，

径いっぱいκ聞くような乙とはない
(Fig. 3. D)。

遊定子には細胞l艇がなく，幅8/1...... 

10μ，長さ 9μ......11μ でその外形は太く

短い紡錘形または球に近い西洋梨形で

ある。はっきりと認められる大きな眼

点を1個，黄褐色帯状のプラスチドを

1-2個，無色球形の貯蔵物質を沢山含

んでいる。繊毛は不等長2本で，遊走

子の頂端部から少しく偏った腹側から

発出している (Fig.4. A-H)。

4. 常態でない遊走子:2個乃至

数個の限点を持ち，普通より少し大型

の逃走予が時折観察された。乙れは最

初不規則な多角形 (Fig.4. 1)をしてい

て， 3-4分後には表面平滑の球状にな

る(Fig.4. J-M)乙れは8個の遊走子が

塊まって放出されたときに，そのうち

2個~数個が離れないで1個lζ融合し

てしまったものと考えられ STARR
l1
)

(1955)が Chlorococcumの研究で見い

だした“abnormalzoospore" (常態で

ない遊走子) Iζ当るものであろう。

Fig. 4. Zoospol'es. 
A-D. Normal zoospores. 
E-H. Ibid. staine:l with jodjo:lb!i. 
I-M. Abnormal zoospore目.
N-Q， Germination of zoospores. 
R-U， Liberation of zoospores. 
A】Q.x685. R-U， x35仏

5. 遊定子の発芽: 遊走子は運動を停止すると，やがて細胞膜が形成

されすぐに発芽を始める (Fig.4. N-Qt 2個細胞のつながりlζなり限点が未

だ残っているところまで観察したが，その後の発展については更に研究を進

め別の機会!こ報告したい。

Summary 

The authors have carried on some continuous observations of not only 
unilocular sporangia. but also pleurilo巴ularones and also of swarmers that 
are liberated from thei r r田pectiveorgans of a f1'伺h-waterbrown alga. 
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Herめαudiellafl抑制üi~ (ARF.5CHOUG) SVEDELIUS which grows at Aotani Val-
ley in Kobe， Hyogo Prefecture， Japan. 
A pleurilo巴uhrsporangium is an outgrowth frorn the uppermost cell of 
an erect thread in early summer. A plem'ilocular sporangium is divided into 
4 (rarely 8) compartments， each of which produces a swarmer within. The 
swarmer is naked and pear唱hapedand is possessed of a single yellow-brown 
laminate plastid， small， narrow red stigma and two flagella of unequallength. 
Even .if their fusions have not been obssrved， these swarmers are supposed 
ωbe gametes. 
Unilo巴ularsporangia are obovate or clavate. They group to be巴omea 
sorus which is clearly distinguishable from the surface ceJls. An unilocular 
sporangium is furnished with several flat-discoid or laminate， brown plastids 

in its young stage， but become paler and paler in colour as it grows older 
and it produces about eight z∞3pores which are liberated through a pore in 
late autumn. Zoospores are naked and short-宮pindleor roundish pear-shaped 
and are furnished with one or two laminate plastids of light brown colour. 
an orange-red stigma，自由veralcolourlesョgranulesand two fl.ag~lla of uneq ual 
length. 

Sometimes were encountered abnormal zoospores whicb contain more than 
two stigma. 
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